
 

ｔｔｔｔ1●東日本大震災津波からの復興を含め、持続可能で活力ある地域を構築していくための諸課題 

岩手県立大学 研究･地域連携本部 研究･地域連携室 

地域政策研究センター 事務局 

担当：上野山 019-694-3330 （内線 （地連 6）208） 
地域政策研究センター地域協働研究の概要 

事業の内容 

 地域団体等を対象に地域が抱える課題を公募し、本学教員とのマッチングを経て調

査研究を行い、課題解決に向けたプランを策定する。さらに、それを地域団体等と協

働して実施するものを支援して、地域課題の早期解決につなげることを目的とする。 

 本プログラムは、地域課題を解決するために実施する研究の成果を地域社会へ実用

化･普及を進めようとする過程において、2つの段階を支援する。 

事業の概要･目的 

ステージⅡ(研究成果を実装する活動) 

地域課題を解決するために実施した本学

の調査研究の成果を実際に地域に活用す

る活動を支援 

対象とする領域 次の領域に該当する地域課題を募集 

スケジュール 

研究費･期間 

【本学の研究成果】 

・地域政策研究センター研究費等を活用 

・課題解決のプランが策定済み 

研究費総額 1,000 万円（H29 予定） 

研究期間 ステージⅠ:単年度、ステージⅡ:2 か年度 

応募資格 

 本学の研究成果等を活用して、地域が抱える課題を解決しようとする意欲のある岩

手県内の自治体や NPO、各種団体、民間企業等とする。 

 なお、ステージⅡへの申請については、地域政策研究センター研究費を含む各種研

究資金を活用して実施した本学の研究成果として、当該課題の解決に向けた具体的な

プランが見出されていること。 

H32.3 月 

最終報告 

研究評価 

H29.3 月 

募集開始 

学内外公募 

委員会の書面審査 
H29.5 月 

採択課題決定 

地域課題の解決 

プロトタイプ 

開発 

政策の提言 

地域課題の提案 

商品化 

(事業化) 

可視化･構造化研究/課題解決型研究 

研究成果実装活動 

ステージⅠ(課題解決プランの策定) 

地域課題を解決する方策を策定するため

の調査研究を支援 

＜社会技術の実用化･普及のプロセス＞ （本プログラムの支援対象） 

※左図の実線矢印で示す過程を支援 

 本プログラムでは、多くの人々が解決を望む地域課題の解決に向けて、本学の研究成果を活用しよ

うとする取り組みを支援する。 

 対象とする領域としては、岩手県内の自治体や NPO、各種団体、企業等が抱える地域課題とし、 

●東日本大震災津波からの復興を含め、持続可能で活力ある地域を構築していくための諸課題 

●安心・安全に暮らせる地域の構築に向けた諸課題 

●多文化共生社会の実現に向けた諸課題 

などを重視する。 

 特には分野などの制限は設けないが、本学の各学部（看護学部、社会福祉学部、ソフトウェア情報

学部、総合政策学部、高等教育推進センター、盛岡短期大学部、宮古短期大学部）の研究者が対応可

能な研究課題とする。 

※ステージⅡへの直接応募も可能 

H30.3 月 ｽﾃｰｼﾞⅠ終了 

H30.4 月 

採択 PJ決定 

H30.5 月 

活動開始 

委員会のヒアリング審査 
H29.6 月 

研究開始 

ステージⅠ→ ステージⅡ→ 

ステージⅠ→Ⅱの実施例 応募機関は岩手県内の地域団体 

本学研究者とのマッチング 

事業プラン策定 

（1 年） 
研究成果実装活動 

（2 か年） 

研究成果実装ステージ 

課題解決プラン策定ステージ 

【ステージⅠ】 

◇研究費：1 課題あたり上限 30 万円 

※本学の研究にかかる直接経費。ただし、提案団体が

本プログラムを実施するための経費については対象

とせず、当該団体にて直接執行いただく。 

◇研究期間：単年度(採択日～当該年度末) 

【ステージⅡ】 

◇研究費：1 課題あたり上限 100 万円/年 

※本学の研究にかかる直接経費。ただし、提

案団体が本プログラムを実施するための経費

については対象とせず、当該団体にて直接執

行いただく。 

◇研究期間：2 か年度(採択日～翌年度末) 

地域課題の解決に向けた研究成果の還元を促進 


